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研究要旨 

生体に無害な近赤外光を用いた光干渉断層画像診断法（Optical Coherence 

Tomography：以下 OCT）は、非侵襲下に組織の精密断層像を得ることができる最先端の

医療撮像技術として、世界的に開発競争が行われている。OCT は、エックス線、CT、MRI、

超音波検査に次ぐ最先端の医療画像診断技術といわれており、CT、MRI の数十倍の解像度

を有する上に、臨床の現場で直ちに画像が確認でき、診療技術の向上や患者へのインフォ

ームド・コンセントにも利用できる。しかし、歯科用 OCT 画像診断機器（以下歯科用 OCT）

の開発やその臨床研究は世界的に少なく、口腔分野への応用の道が開ければパノラマエッ

クス線装置以来の口腔領域の新たな画像診断機器として期待され、過去 12 年に亘り研究開

発を継続し、医薬品医療機器総合機構（以下 PMDA）に医療機器開発前相談および対面助

言を行い、近い将来の製品化が視野に入っている。 

発光 LED の新結晶素子開発は我が国が世界的に優位な最先端技術であり、名古屋大学天

野 浩教授（平成 26 年ノーベル賞受賞）らにより開発された紫外線 LED に歯科口腔先進

医療開発センターでは 8 年前より着目し、産学官共同研究にて、紫外線 LED 口腔治療装置

の開発に着手し試作機を完成させた。本装置は、口腔癌、う蝕、歯内療法などに応用可能

であり、基礎研究および開発を遂行中である。 

かかる背景の下、歯科口腔先進医療開発センターでは、当センターの中期計画に則り企

業（N 社、Y 社など：秘密保持契約あり）および東京医科歯科大学、東京歯科大学をはじ

めとする各大学と産学官共同研究を系統的に行った。さらに、本研究は「医療イノベーシ

ョン 5 か年戦略」（平成 24 年内閣府）に該当し、産官学共同で歯科用 OCT の開発を進め、

日本発・世界初の製品化を目指している。 

主任研究者 

角 保徳 国立長寿医療研究センター センター長 

分担研究者 

1. 松下健二 国立長寿医療研究センター 部長

2. 田上順次 東京医科歯科大学 教授

3. 柴原孝彦 東京歯科大学 教授

4. 和田尚久 九州大学 教授 
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5. 大槻昌幸 東京医科歯科大学 准教授

6. 青木 章 東京医科歯科大学 准教授

7. 島田康史 岡山大学 准教授

8. 中西速夫 愛知県がんセンター 医長

Ａ．研究目的 

健康に関する国民的な課題として生活習慣病の克服が挙げられ、その克服には、客観

的な検診・検査による早期診断・早期治療が不可欠である。口腔領域では生活習慣病と

して歯周疾患やう蝕などがあり、これらの疾患は口腔機能低下をきたし食生活を阻害し

全身の健康や栄養状態に大きく影響を与えて、高齢者のQOLを著しく低下させる。しか

し、その診断にはＸ線検査、視診等の臨床診断が主体をなし、高齢者の口腔機能の低下

の原因となりうるう蝕や歯周疾患の診断技術の多くは、歯科医師の技量や経験により診

断内容が左右される傾向があり、検査値を画像化・数値化する客観的な診断技術は進ん

でいない。 

このような背景の下、高齢社会における安心・安全で質の高い生活を実現し、QOLを

維持・向上させて、国民の健康寿命の延伸に資するため、口腔疾患の早期診断が可能か

つ歯科用Ｘ線検査等による被曝等を伴わない医療機器の開発が望まれている。 

近年、生体医療用光学分野の進歩は著しく、その中でも新時代の医療用検査機器として

光干渉断層画像診断法（OCT）が注目を浴びている。OCT は、生体に無害な近赤外レーザ

ー光と光学干渉計の応用により、被写体内部から得られた後方散乱光を解析することで組

織断面の断層画像を高解像度で描出することが可能な最先端の画像撮像技術である。1991

年に米国マサチューセッツ工科大学の研究チームによる最初の論文報告が Science 誌に発

表された。Huang らが OCT の医療分野全般における有用性を示唆したように、現在眼科

領域では臨床検査機器として普及しており、加齢黄斑変性症の病態解明などに貢献すると

ころは極めて大きい。また、内視鏡型 OCT、波長走査型 OCT の登場に伴い、循環器領域、

消化器領域、呼吸器領域、皮膚科領域、婦人科領域などあらゆる医療分野において報告さ

れ、世界的に開発競争が行われている。OCT は、最先端の医療画像診断技術といわれてお

り、CT、MRI の数十倍の解像度を有する上に、臨床の現場で撮影と同時にその場で画像が

確認でき、診療技術の向上や患者へのインフォームド・コンセントにも利用できる。さら

に、OCT は近赤外光を用いるため被曝がないという最大の利点がある。東日本大震災後、

国民の放射線被曝に対する関心は高まり、医療被曝に対する考え方にも大きく影響を与

え、被曝を伴わない安全な医療の供給が求められている。歯科界のみならず医療全般に

被曝を伴わない画期的な医療機器の研究・開発の必要性がクローズアップされ、より安

全・安心な医療技術の提供が求められる。日本人の発癌の 3.2％は医療診断用放射線の被

曝によるものであるとの報告（Lancet, 2004）および米国では CT 検査により、米国で毎

年発症する癌の約 2％に相当する約 2.9 万人が癌になる計算であると報告されており、Ｘ線
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や CT で不可避であったこの問題を気にすることなく頻回に撮影可能であるという点で、画

期的な診断機器である。 

このように、OCTはその優れた特性から新たな医療用診断機器として注目を浴びてお

り、消化器癌、肺癌の診断など臨床分野全般に渡る汎用診断技術となる可能性を有して

いる。しかし、「口腔」という狭く複雑かつ微細な組織を適切に撮影できるOCT機器は

ないために、口腔領域でのOCTの臨床研究は、世界的に報告例が少ない。OCTの口腔分

野への応用の道が開ければパノラマＸ装置以来の新たな歯科用画像診断機器となる可能

性を有する。 

本研究の第 1の目的は、産学官連携により、新たな歯科用OCTの新規機器の開発を試み、

歯科医療機器としてさらに実用性の高い装置の開発を試みることである。本研究の第 2 の

目的は、開発された歯科用 OCT の非侵襲性、高空間分解能、客観性、同時性、低価格性な

どの特性を生かして歯科臨床への応用を行い、①歯牙う蝕診断、②レジン充填の臨床診断、

③歯周病診断、等に有効性があるかどうかを確認し、併せて④歯科用 OCT と従来の画像診

断機器との画像比較検討を行うことにある。将来的には、産官学共同で歯科用 OCT の開発

を進め、日本発、世界初の新世代の歯科用画像診断機器としての製品化を目指している。 

歯科用 OCT の開発に加えて、紫外線 LED口腔治療装置の開発に着手した。発光 LED の

新結晶素子開発は我が国が優位な世界的な最先端技術であり、歯科口腔先進医療開発セン

ターでは名城大学赤崎 勇教授、名古屋大学天野 浩教授（平成 26 年ノーベル賞受賞）ら

により開発された紫外線 LED に 8 年前より注目し、紫外線 LED 口腔治療装置の開発を継

続してきた。歯科用 OCT を開発中に得た基礎技術を応用して、紫外線 LED 等を応用し

た根管内の滅菌・静菌、歯周ポケット内の滅菌・静菌、口腔癌治療等の治療用機器の開

発を合わせて開始した。 

主任研究者らは、本研究の基本概念の特許を17願中であり、その特許を生かし、歯科

医学的知見及び工学的知見を密接に融合させる産官学連携により、口腔疾患に特化した

高空間分解能、非侵襲かつ小型の臨床診断が可能な歯科用OCTの開発研究を行っている。

本研究班では、世界的にも最先端の歯科用新規画像診断装置として歯科医療の現場に歯

科用OCTの実用化を目指している。 

我が国は超高齢社会を迎え有病者が増加し、医薬品・医療機器のニーズの拡大が予想さ

れ、我が国の医薬品・医療機器産業は経済成長の牽引役へ導く可能性がある。本研究は、

平成 19 年 7 月に発表された「国立高度専門医療センターの今後のあり方についての有識者

会議報告書」のナショナルセンターが担う主な分野の 8 項目のうち、3：「高度先駆的かつ

安全な診断、治療技術の開発」、5：「高い開発リスクを有する新規市場分野を中心とした医

薬品・医療機器の開発」に該当し、ナショナルセンターが行うべき研究として適切なもの

である。さらに、本研究は「革新的医薬品・医療機器創出のための 5 か年戦略」（平成 19

年内閣府・文部科学省・厚生労働省・経済産業省）および大学、ナショナルセンター等が

連携したオールジャパンの研究連携体制を標榜する「医療イノベーション 5 か年戦略」（平

成 24 年内閣府）の主旨に合致し、国策にも沿った開発研究である。 
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本研究は極めて近い将来に実際の医療サービスへの提供が可能な研究であり、歯科医

療現場のみならず、口腔を対象として開発した技術は全身疾患の診断に幅広く応用・貢

献することも期待でき、長寿医療・長寿科学研究の発展に積極的に貢献するべく立案さ

れた。 

（倫理面への配慮） 

 厚生労働省の臨床研究に関する倫理指針（平成20年厚生労働省告示第415号）に従う。

研究を始めるに当たり、各所属組織の倫理規定を遵守し、倫理委員会の承認を得る。各

試行において、目的、方法、手順、起こりうる危険についての説明を口頭もしくは文章

で提示し、承諾書により被検者の同意を得るなど、インフォームド・コンセントに基づ

き倫理面への十分な配慮を行う。対象者本人が研究の主旨を理解困難な場合には、家族

または近親者を代諾者とする。この同意書には拘束権はなく、対象者はいつでも研究へ

の協力を拒否することができる。研究分担者間で共通した認識を持ち、対象者の個人情

報の流出には厳重に留意する。また、今回用いる評価手技自体は侵襲性という側面から

みた場合、極めて安全性の高い方法であるが、研究等によって生じる当該個人の不利益

及び危険性に対する十分な配慮を行い、参加拒否の場合でもいかなる不利益も被らない

ことを明白にする。 

Ｂ．研究方法 

Ｃ．研究結果 

Ｄ．考察 

本研究班は、分担研究者が協力して以下の 16 項目の研究をそれぞれ独立して行っている

ために、Ｂ．研究方法、Ｃ．研究結果、Ｄ．考察の項目については、研究ごとにまとめて

記載する。 

１．歯科用OCT開発と評価（田上順次、島田康史、角 保徳） 

国立長寿医療研究センターの中期計画に則って産官学共同研究にて研究開発を進め、紆

余曲折はあるものの比較的順調に研究開発が行われ、日本発、世界初の製品化を目指して

いる。以下に研究項目ごとの研究成果を記載する。 

（１）客観的なプラークおよび歯槽骨評価方法の開発

歯科診療において、プラークを評価する PCR（プラークコントロールレコード）は広く

臨床で使用されている検査方法であるが、術者の主観に依存するばかりでなく、再現性に

乏しい。プラークは時間経過とともに厚みを増していくが、既存の検査方法ではこれを評

価する方法がない。プラークはエックス線画像では観察不可能であるが、歯科用 OCT を使

用・応用することで、今まで不可能であったプラークの 2 次元、3 次元の画像を得ることが

できた。歯科用 OCT の特徴から、体積算出は難しいとされてきたが、固定装置を使用して

撮影し、新たな画像処理ソフトウェアを使用することでプラークの体積を算出することが

できた。今後は、プラークの屈折率の算出、採取したプラークと歯面付着プラークの屈折
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率の差の検証、プラーク撮影時の基準値の決定を行い、再現性・客観性に優れた新しいプ

ラークの評価方法として確立し、世界標準を目指す（日・米・欧・中国特許出願済み：国

際特許出願 PCT JP2013/069156）。 

（２）コンポジットレジン修復界面ギャップのリアルタイム観察と 3 次元的(3D)定量解析

〈目的〉OCT を用いて窩洞内におけるコンポジットレジンの重合挙動を観察し、窩壁エ

ナメル質、窩底象牙質界面でのギャップ形成のダイナミクスを解明する。

〈方法〉1-step セルフエッチングシステム (1-SEAs)として Bond Force (BF) と

Scotchbond Universal Adhesive (SBU) 、2-step セルフエッチングシステム (2-SEAs)とし

て Optibond XTR (XTR) と Clearfil SE Bond 2 (SE2)の 4 種類を用いて、牛歯窩洞（直径

4 mm 深さ 2 mm）に接着処理を行った後、フロアブルコンポジットレジンを充填し光照射

後 10 分までの SS-OCT（Santec OCT-2000®、 Santec）観察を行い、封鎖割合（エナメ

ル質：E%、象牙質：D%）を比較した。

〈結果〉象牙質のギャップ進行は隅角から中央に向かい、1-SEAs で照射終了まで広範囲

で認められたが、2-SEAs でほぼ認められなかった。E%は全ての材料群間で有意差が認め

られ、D%は 1-SEAs と 2-SEAs の間に有意差が認められた。 

〈考察〉OCT を用いることによって、エナメル質・象牙質界面を区別したギャップ定量

解析、コンポジットレジンの重合挙動の 3D イメージングに成功した。また接着システムに

よるギャップ形成への影響が明らかになった。 

（３）接着修復窩縁部に生じたエナメル質亀裂の評価

〈目的〉SS-OCT（Yoshida Dental MFG）でコンポジットレジン修復窩縁のエナメル質

亀裂を観察し、窩洞位置と選択的リン酸エッチングの及ぼす影響を評価した。 

〈方法〉窩縁エナメル質に亀裂が無い 60 の牛歯皿状窩洞（SS-OCT で確認）を 2 ステッ

プセルフエッチングシステム（Clearfil SE Bond）で処理後、CR（Estelite Flow Quick）

修復を行った。窩洞の位置（歯冠中央部または歯頸部）、並びにエナメル質の選択的リン酸

エッチング（K-etchant Gel）の有無により 4 群（n=15）に分けた。SS-OCT を用いて、窩

縁に沿ったエナメル質亀裂の有無と拡がりについて 5 段階で評価した。〈結果〉 

歯頸部の窩洞では歯冠中央部よりも有意にエナメル質亀裂が生じた。選択的リン酸エッ

チングによりエナメル質亀裂は有意に増加した。

〈考察〉亀裂の発生状況は窩洞形成の位置と窩壁面の接着処理によって異なっていた。

従って CR 修復においてエナメル質窩縁を保護するためには接着処理方法の改良が望まれ、

更なる研究が必要と考えられる。 

（４）コンポジットレジン修復物下象牙質う蝕の 3D 診断

〈目的〉CR 修復物下の象牙質う蝕の検出を SS-OCT（Yoshida Dental MFG）を用いて

行い、その診断精度を X 線写真の結果と比較すること。 

〈方法〉健全歯 20 本、ICDAS II（International Caries Detection and Assessment 

System II）コード 5 の深さの象牙質う蝕を有する歯 20 本のヒト抜去歯象牙質部を 2-step

セルフエッチングシステム（Clearfil SE Bond）で処理後、CR（Estelite Σ Quick）を築盛
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した。撮影したデンタル X 線写真と SS-OCT による 2D断面画像にて 17 名の歯科医師がう

蝕の有無を評価し、内 9 名が１年後、同様に再評価した。 

〈結果〉SS-OCT はデンタル X 線写真よりも有意に高い感度、特異度、Az値、陰性的中

率を示した。評価者間ならびに評価者内の一致率についても SS-OCT はデンタル X 線写真

よりも有意に高い結果となった。 

〈考察〉SS-OCT は CR 修復物下の象牙質う蝕を検出することができ、デンタル X 線診

査に代わる安全な診断法となる可能性が示唆された。SS-OCTの画像深度は限られており、

深在性修復物下のう蝕の診査について正確な結果を得る為のさらなる機器の改良が必要で

ある。 

（５）隣接した健全エナメル質に対するシーラントのフッ素徐放性と脱灰抑制効果の比較

〈目的〉フッ素含有コンポジットレジン系シーラントとグラスアイオノマー系シーラン

トのフッ素徐放性の違い、隣接する健全エナメル質歯面での脱灰抑制効果の違いを SS-OCT

を用いて検討する。 

〈方法〉牛歯エナメル窩洞(2×2×0。5 mm3)に、フッ化物非含有接着材とフロアブルレジ

ン（コントロール群）、フッ化物含有コンポジットレジン系シーラント Teethmate F-1 (TF)、 

Clinpro TM (CP)、 グライスアイオノマー系シーラント Fuji VII(FVII)を充填し人工唾液

中（AS; 1mM CaCl2、3mM KH2 PO4、100mM NaCl、100mM Na acetate、0。02% NaN3、

100μg/ mL casein、pH6。3、37℃）で保存した。フッ化物電極を用いてフッ素徐放量を測

定。その後、5、10 日間 pH4。8 条件で脱灰を行い SS-OCT で評価した。ナノ硬度（INH）

については 200μm の深さまで測定した。 

〈結果〉FVII が最も多いフッ素徐放量を示したが、脱灰抵抗性については、OCT 観察

結果から TF が最も高く、他の 3 群間で有意差は無かった。 

INHは TF が最も高く、CP と FVII では有意差は無かったが、コントロール群とでは有

意差が認められた。 

〈考察〉今回、SS-OCT 観察を行うことによって、シーラント系材料におけるフッ素徐

放量と脱灰抵抗性が一致しないという知見を得ることができたが、これは FVII から徐放さ

れた Al が F-と結合し、脱灰抑制作用を最も強く発揮するフッ化物イオンの濃度が減少した

ことによると推察された。 

２．紫外線 LED を用いた歯科治療用機器開発（和田尚久、中西速夫、柴原孝彦、島田

康史、松下健二、角 保徳） 

発光 LED の新結晶素子開発は我が国が世界的に優位な最先端技術であり、名古屋大学天

野 浩教授（平成 26 年ノーベル賞受賞）らにより紫外線 LEDが開発された。我々はいち

早く紫外線 LEDの医療応用への可能性に着眼し､平成 22 年 5 月、天野グループの創光科学

㈱に紫外線 LED口腔治療装置の共同開発を提案した。平成 27 年 6 月 27 日、天野 浩教授

と面談し、紫外線 LED 口腔治療装置の開発への協力を口頭でご了解いただいた。本研究で

開発した LED 光源による紫外線照射装置(N 社製)は小型であり、口腔内で様々な波長の紫
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外線を照射することができる。従来の方法に比較し紫外線の強力な局所照射が可能となり、

紫外線LED口腔治療装置が開発されれば極めて有効な口腔内治療機器となる可能性を有す

る。 

（１）紫外線 LED の齲蝕病原性細菌への殺菌効果の評価 

265nmのUVCおよび310nmのUVBをS.mutansならびにS.sobrinusに照射した結果、

2.5 分間の照射と 5 分間の照射により高い殺菌効果が確認された。青色 LED 照射群のコロ

ニー数は PBS 群（コントロール群）と差がみられなかったが、紫外線を照射により 4 群の

すべてで有意なコロニー数の低下が確認された。265nm および 310nm の紫外線照射は S. 

mutans ならびに S.sobrinus に対して殺菌効果を有することが示唆された。 

（２）紫外線 LED の健全エナメル質ならびに象牙質の透過性評価 

 265nm ならびに 310nm の紫外線を健全エナメル質または健全象牙質を透過させて

S.mutans に照射した結果、エナメル質においてわずかに培養して得られたコロニー数に変

化がみられたが、象牙質ではほとんど変化がみられなかった。したがって、265nm および

310nmの紫外線照射は健全歯質を透過すると S. mutansに対する殺菌効果が著しく減弱す

ることが判明した。 

（３）紫外線 LED の脱灰象牙質の湿潤状態による透過性評価 

脱灰象牙質に 265nmならびに 310nmの紫外線を透過させて S.mutansに照射した結果、

培養細菌のコロニー数が減少した。殺菌効果は wet と dry で大きな違いがみられ、dry の

ほうが殺菌効果が強くみられた。また波長の長い UVB における殺菌効果が強くみられた。 

（４）紫外線 LED の脱灰条件の異なる象牙質における透過性評価 

265nm ならびに 310nm の紫外線を EDTA 脱灰した象牙質を透過させて S.mutans に照

射した結果、培養細菌のコロニー数は減少した。脱灰が長くなると細菌数は減少し、また

波長の長い UVB における紫外線殺菌効果が強くみられた。齲蝕などの脱灰した象牙質では、

特に生体の安全性が高いとされる310nmの紫外線の殺菌作用が期待できることが判明した。 

（５）紫外線 LED のコンポジットレジンならびにレジンセメントにおける透過性評価 

厚さ 0.2mmと 0.5mmのコンポジットレジン試料を透過した 265nmおよび 310 nmの紫

外線の S.mutans に対する殺菌効果を、細菌培養試験により評価した結果、265nmUVC に

おける殺菌効果がやや高くみられたが、0.2mm と 0.5mm 試料における違いはみられなか

った。UVB の殺菌効果は 0.2mm の試料のほうがコロニー数は少なかった。したがって、

コンポジットレジンを透過した紫外線の殺菌効果は 265nmUVC のほうが高くなることが

予測された。 

（６）紫外線 LED の歯のホワイトニングへの応用 

各種波長の紫外線が過酸化物を用いた歯の漂白に及ぼす影響について明らかにするために、

漂白材を試作し、これに各種波長（265、 310、 365、 405、 450nm）の紫外線および可

視光線を照射して、経時的な漂白効果を評価した。その結果、265nm の紫外線が最も高い

漂白効果を示し、次いで、310nm であった。365nmは、可視光である 405nm および 450nm

と同程度の低い漂白効果であった（右図）。生体への安全性を考慮すると、310nm の紫外線
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が、歯のホワイトニングに有用であることが示唆された。 

（７）紫外線 LED の歯内療法への応用 

模擬湾曲根管モデル内において E. faecalis の菌体懸濁液を注入し、紫外線を照射し、細

菌の増殖度を検討した。また、触媒（二酸化チタン、過酸化水素水）等の紫外線との併用

効果も検討するため菌体懸濁液と混和し根管内に注入後、同様に増殖度を検討した。二酸

化チタン単独では E. faecalis の増殖抑制効果は認められなかったが、二酸化チタンに対し

て紫外線照射を行うことによって菌の増殖が抑制された。二酸化チタンを用いて根管内紫

外線照射をすることで、殺菌効果が期待できた。 

（８）紫外線 LED の歯周疾患への基礎研究 

紫外線 LED 照射により、P. gingivalis および S. mutans 等の口腔バイオフィルムが殺

菌されること、また歯肉上皮バリア機能が亢進することが考えられた。現在、歯肉上皮

バリア機能の亢進について様々な分子について詳細に検討するとともに、歯周炎を効率

よく惹起する絹糸結紮歯周病モデルマウスを作成中である。 

（９）紫外線 LED の歯周病原菌と正常細胞への効果 

歯周病原細菌の Porphyromonas gingivalis (Pg)、Prevotella intermedia (Pi)、

Fusobacterium nucleatum（Fn）、Aggregatibactor actinomycetemcomitans (Aa)、および

Streptococcus oralis (So)の細菌浮遊液を用いて、波長 265、 285、 310、 365、 448 nm

のLED装置を用い、 1分間の照射（0.60 J /cm2）後に嫌気培養し、コロニー数形成数（CFU）

を測定した。さらに同条件で各波長の LED を照射後のヒト歯肉線維芽細胞（HGF-1）の活

性（細胞傷害性）を検索した。波長 265 nm と 285 nm では、すべての細菌が完全に死滅し、

高い殺菌効果を示した。波長 265 nm と 285 nm では強い細胞傷害性が認められ、310 nm

では、軽度の細胞傷害性が認められた。波長 310 nm の紫外線 LEDは低い出力で高い殺菌

効果を示すことから、歯周病原細菌の殺菌に有望であると考えられるが、周囲組織への細

胞傷害性を抑えた条件での臨床応用が必要である。 

（10）紫外線 LED の培養口腔扁平上皮癌への応用 

光線力学的治療（Photodynamic therapy: PDT）における重篤な副作用がある光感受性

物質を使用しない全く新しい口腔癌治療法として、紫外線 LED 照射の抗腫瘍効果について

検討した。紫外線 LED 照射により、6 種類の口腔扁平上皮癌細胞およびヒト正常表皮角化

細胞はいずれも 310nm-525nm の波長では細胞死は起こらず、265nm の波長においてのみ

エネルギー量に依存した高度な細胞死が観察された（右図）。表皮角化細胞株と口腔扁平上

皮癌細胞株の紫外線の波長の種類およびエネルギー量の違いによる感受性の違いは認めら

れなかった。口腔扁平上皮癌細胞に有効で、且つ正常上皮細胞に害の少ない紫外線の波長

が存在するとすれば、265nm-310nm の範囲内に存在する可能性が示唆された。 

（11）紫外線 LED のヌードマウス口腔癌への応用 

マウスで使用できる口径 6mm の口腔内治療用 265nm、285 nm、 365 nm の３種類の波

長の紫外線LED口腔治療装置の 1次試作機及び癌部にピンポイントに照射可能な改良型試

作機を作成し、in vitro 及び in vivo の両面から紫外線 LED照射の抗腫瘍効果と副作用につ
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いて検討した。In vitro、in vivo の紫外線 LED 照射実験の結果、285 nm UV が扁平上皮

癌細胞の増殖を最も強く抑制することを明らかにした。移植腫瘍が粘膜上皮から 2mm 以上

深部に存在した場合、腫瘍の残存率は顕著に増加した。 

Ｅ．結論 

本研究班は、歯科用 OCT の開発を進め、う蝕、歯周病、ヒト口腔癌、口腔良性腫瘍、小

唾液腺、義歯、レジン充填などの診断に OCT の有効性を報告してきた。現在、1974 年の

パノラマレントゲン装置の国産化以来の新たな歯科用画像診断機器として、日本発、世界

初の新たな歯科用診断機器の製品化を目指している。 

歯科用 OCT を口腔疾患診断に導入することで期待できることとして、以下を挙げること

ができる。 

1) 診断面においては、非侵襲下にて、歯周疾患診断、口腔硬組織・軟組織診断などが画

像化・数値化でき客観性のある適切な診断が可能となり、医療水準向上への貢献が期

待できる。

2) 診療面において、X 線のように為害作用がなく、チェアサイドで即時的にかつ頻繁に撮

影することが可能であり、治療精度の向上が期待できる。

3) 健診面において、口腔内診査を行う歯科医師の主観に頼る歯科健診ではなく、客観性

のある歯科健診システムを構築することができるようになる。

4) 歯科における患者の電離放射線被曝を伴う検査を減少させ、日本人の発癌の 3.2%を占

めると言われる医原性発癌の減少が期待できる。

5) OCT による歯科材料の非破壊品質管理システムが確立されることによって、補綴治療

の予知性と患者 QOL の向上が期待できる。

6) 患者へ画像情報を的確に提供でき、インフォームド・コンセントにも有効に利用する

ことが可能となる。

7) 各種口腔疾患の早期客観的診断により早期治療が可能となり医療費の適正化にも寄与

することが期待できる。

8) 紫外線 LEDは、口腔のみならず医療全般に応用範囲が広い世界最先端技術であり、先

ずは口腔分野で機器開発を進めている。

このように歯科用 OCT および紫外線 LED 治療装置の開発は歯科医療において各種口腔

疾患の診断・診療・健診に大きく貢献するものと期待され、製品化され普及すると歯科医

療の発展に貢献できる。 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許登録 

  なし 

２．実用新案登録 

 なし 

３．その他 

なし 
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